
　　　　　　第18回宇宙開発委員会（定例会講）

　　　　　　　議　事　要　旨　（案）

生・日　　時　　昭和55年8月27日（水）

　　　　　　　　午後2時～3時

2．場所宇宙開発委員会会議室

5．議　　題『実験用静止通信衛星（ECS－b）の打上げ結

　　　　　　　　果の評価に関する宇宙開発事業団の対策につい

　　　　　　　　て

4．資　　料

　委謡も一1　　第17回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　　議瑞要旨（案）

　委18－2　　実鹸用静止通信衛星（ECS－b）の打上け結

　　　　　　　　果の評価について（回答）

・5．出席者

　宇宙開発委員会委員長代理

　　　　〃　　　委員

　　　　〃　　　　　　　　　〃

説明者

　宇宙開発事業甲理事

　　　　〃　　　　　　　　　〃

関係省庁職員等

　科学技術庁研究調整局長

　　　〃　　長官官房審議官

　文部省学術国際局審議官
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　通商産業省機械情報産業局次長

　運輸省大臣官房審議官

　　　〃　気象庁総務部長

　郵政省電波監理局審議官

　　　〃　　　〃　　宇宙通信開発課

　　宇宙開発事業団システム計画鄙，

　　　　　〃　　　衛星設計第2グループ

　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

　　　　　〃　　　エンジン設計グループ
争盗局

　　科学技術庁研三論整局宇宙企画塾長

　　　　〃　　　　〃　　宇宙国画課長

　　　　〃　　　　〃　　宇宙開発諌長

6　議　　題

　（1）　前回議事要旨

　　れた。

　（2）

　　する再点検について．

　　　宇宙開発事業団の平木

　　疑応答が行われた。
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　第17側宇宙開発委員会（定例会議）議事要冒案が確認さ

　実験用静止逓信衛星（EGS－b）の打上げ結果の評価を

踏まえた宇宙鞠発事業団の今後の対策及び蘭一中の衛星に対

　　　　　　　　　　　　　一理藩及び平井正一理事よ

り、資料委18－2に基づき説明が行われたのち、以下の質

●・



井土＝今回（bECS－bの不具合に対して、講じる対策は・前回

　　ECSの不具合に対して講じた対策と異なるのか。

平木二EGSとEGS－bは推定される故障箇所が異なるため・

　　その後の対策も異左っている。

　　　しかし、いずれの不具合も米国の製品が原因である点では

　　同じであり、米函の製品に対し、十分なチエツクシステムを

　　とることは、EGSの不具合に対する対策にももられていた。

　　　今回はぐアポジモータに重点を置くなど・前回の対策をよ

　　り強化した。

井上：米国においても、アポジモータの不具合で・静止軌道投入

　　に失敗した例がいくつかあると聞いたが・それらの調査は行

　　つたのか。

平木：0’ ｢Gや企業上の秘密による制約があるが・今回は米国に

　　おいて、アポジモータに：関するできる限りの情報を収集した。

井上：EGS一翻のアポジモータとG立S－2用のアポジモー

　　タは、モータケースの材質が異なるとのことであるが・それ

　　を考慮して、検査項目等の検討を行ったのか。

平木：ここに示した対策は、GMS－2用のアポジモータを想定

　　．1ノて講じられたものである6・

　　　なお、ECS－b用アポジモータを製作した・米国のメー

　　カーね将来、民生用アポジモータの製造は行わないとのこと

　　であり、今後、この社の製品を使うことはない。

斎藤：先日の第西部会で、専門委員から指摘された・X線撮影方

　　向を一中心軸に斜めとする方法は今後採用するのか・

一　　3　一

平木こ①旧離、クラックにつ）？ては・これまでの撮影方向で原理

　　的には検串可能であること、②斜めから撮影すると・ノズル

　　が重なって写るため・欠陥を発見することが難しいことのた・

　　め、提案された撮影方決は採用しないこととした。

　　　なお、E聖S一皿予備用アポジモータについては、分解調

　　1査を行うことが、第四轟会において決定されたので、ノズルを

　　悟りはずし、この斜めから撮影するという方法を実施したい・

斎藤：その後、ESA。メテオサツト用アポジモータの燃焼試験

　　に闘する新しい情韓は得られたか。

平木：2つの経飴により情報を：得た・01つは・ESAのワシント．

　　ン趣1在員から、1つは、米国の衛皇システムメーカ（：FACGプ

　　．で今頂の不具合について調査したときの情報てある。両者の

　　．内容は一致しており・常圧スピン燃焼試騨において点火6・5

　　秒後に爆燃したということであった。’また、X線検査（・コー

　　ルドソーク試験ではなく、通常の方式と想定される）におい

　　ては、欠陥は発見されなかったということであった。

斎藤：この報告には、今後の対策として信頼性菅理の強化・試験

　　の立合い等を実施する旨言5三審れているが・ど母に対策の重

　　点を置くべきかをより明確にする必要がある。

吉識：文章上はいろいろ蕾かれているが・この報告書に記述して

　　いる対策を挟れは、確実に不具合が発生しないと言えるもの

　　：かどうか、はっきりしない。

勝谷：26日に行われた、自由民主党宇序開発特別委員会におい

　　ても同様の質悶がなされたが、アポジモータの自主開発が可

4　一



　　能となる、60年代初頭までは、米国の製品を使用せざるを

　　得：ないものの、それまでに打ち上げる衛星、特にGXS－2

　　については、我が国の総力を結集し、最善の努力をするとい

　　う、姿勢を示した。

井上：アボジモ・」タの非破壊検査の技術を碓立するためには、ア

　　ボジモータを実漂に燃焼させやその結果と非破壊検査結果と

　　’の対比を行い、十分なデータを得ることが必要であみ・

吉識：0亙。及び企業上の秘密の制約冷ら、アポジモータの輸入

　　に際して厳しい用途制隈があるため、米国製のアポジモータ

　　の燃焼試験の実施は戴しい状況にある。

平木：米国・MC等の制編あ娩のの・最i丘はこの脚鐸く

　　なっており、αMS－2のアポジモータの場合啄燃焼試駅の

　　データを持ち帰ることはそき・なかったが・鎌脚認められなか

　　つた燃焼試験の立合いは認められた。

　　　今後、米国製のアポジモータの燃焼試験が国内で実施でき

　　みかもしれをい。　　　　　　　、．　一

吉識：本日は餌この報告を受けるだけにとどめ・今後の黍員会に

　　おける検討ののち＼意思決定を行うこととしたい・
渉
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4．資　　料

　委19－1

　　　　　　　　　　　　i委20r2

第19回宇宙開発委員会．（臨時会議）

　議　　事　　要　　旨　　（案）

5．出席者

胎和55年8月29● 冝i金）

午後2時～4時

宇宙開発委員会会議室

陥和56年度における宇宙開発関係経費の見積

りについて

昭和56年度における宇宙開発関係経寮の見積・

りについて（案）

宇宙開発委員会委員長代理

　　　　〃　　　・委員

　　　　〃　　　　　　　　　〃

関係省庁職員等

　科学技術庁研究調整局長

　　　〃　　長官官房審議官

　運輸省気象庁総務都長

　郵政省電波監理島審議官

　　〃　　　〃　　宇宙通信開発課

　宇宙開発事業団システム計画部

事務局

　科学技術庁研究読書局宇宙企画課長

　　　〃　　　　〃　　宇宙国際課長

　　　　　　　　　　　一　　1　一
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　　科学技術庁研究調整局宇宙開発課長　　　鈴　木　　晃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

6．　議　　事

　（1）昭和56年度における宇宙開発関係経費の見積りについて

　　　事務局より、資料委19－1に基づき説明が行われ、宇宙

　　機器の国産化に関する以下の発言ののち、見積りが原案どお

　　り決定された。

吉識：来年度の見積りにおいては・国産化に対する宇宙開発委員●

　　会の姿勢を示す意味でも、国産化推進のための経費を明らか

　　にするようにしたい。

井上：国産化の進展している分野及び海外の技術に依存している

　　鋤をそれぞれ明らかと頃うえで、是ヲにれだけは、離．

　●化する必要があるというものを委員会として明確に打ち出し

　　ていくことが必要である。

勝谷：現崔・科学技術庁において・宇宙機器国産化について調査

　　検討が進められており、来年の見積り時点までには、こ．れら

　　の結果を施策に反映できるようにしたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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